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新潟国道事務所・新潟市
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本日の説明事項

１．万代島ルート線の概要

２．紫竹山道路の必要性と整備効果

３．紫竹山道路の概要

４．今後のスケジュール

５．お知らせ

今年度、事業化された今年度、事業化された

紫竹山道路紫竹山道路
について、ご説明いたしますについて、ご説明いたします
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１．万代島ルート線の概要

(1)万代島ルート線の位置づけ
(2)概略図
(3)事業の経緯
(4)完成イメージ
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■第3回新潟都市圏パーソントリップ調査(平成17年度策定)や、にい
がた交通戦略プラン（平成19年度）において、万代島ルート線は主要
幹線道路又は都心環状道路として位置づけられています
■新潟市の中心市街地と高速道路や広域幹線道路を効率的に結ぶ
ことによるアクセス性の向上

■都市内の交通混雑を緩和し、交通の円滑な処理(

都)

万
代
島
ル
ー
ト
線

新潟都市圏の道路網のマスタープラン
（都市圏中心部）

(1)万代島ルート線の位置づけ

※第3回新潟都市圏パーソントリップ調査より



(2)概略図

45

万国橋

寄居町
秣川岸通

柳都大橋東詰

栗ノ木橋

笹越橋

紫竹山

紫竹山ＩＣ

【平面拡幅高架併用型】
66.0m～80.1m

41.0m

【平面街路形式】
29.0～48.0m

【平面拡幅高架併用型】

国道113号
22.0m

20.5m

寄居町～金毘羅通 区間 柳都大橋東詰～万国橋 区間

金毘羅通～柳都大橋東詰区間

万国橋～紫竹山IC 区間



(3)事業の経緯

平成 4年度
●万代島ルート線都市計画決定

平成 5年度
●万代橋下流橋区間事業化

平成14年度
●柳都大橋区間４車線供用

平成19年度
●東堀通～秣川岸通間供用

平成19年度
●栗ノ木道路区間事業化

平成23年度
●紫竹山道路区間事業化
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(4)完成イメージ（ＣＧ）

本図はイメージであり、実際の計画とは異なる場合があります

至桜
木ＩＣ

至竹
尾ＩＣ

至
姥
ヶ
山
Ｉ
Ｃ

至笹越橋交差点

紫竹山交差点
の立体化

平面右折
の立体化
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２．紫竹山道路の必要性と整備効果

(1)渋滞
(2)事故
(3)まちづくり支援
(4)都市防災機能の強化



渋滞長
1,200m

渋滞長
480m

渋滞長
580m

笹越橋
交差点

紫竹山
交差点

渋滞長
350m

紫竹山
道路
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紫竹山交差点の渋滞状況
↓ 万国橋

↑ 紫竹山IC

栗ノ木バイパスの渋滞状況

(1)渋滞 【現状：渋滞状況】
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栗ノ木バイパスの旅行速度
（午前8時台、万国橋←紫竹山IC方向）

栗
ノ
木
橋

笹
越
橋

紫
竹
山

紫
竹
山
IC

紫竹山
交差点

紫竹山IC

笹越橋
交差点

栗ノ木橋
交差点

進行方向

速度が著しく
低下
速度が著しく
低下

紫竹山
道路

 ： 20km/h未満

 ： 20～30km/h

 ： 30km/h以上

(1)渋滞 【現状：旅行速度】



■紫竹山交差点では朝夕を中心に著しい
渋滞が発生
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紫竹山道路を整備することにより交通
量の多い直進車を円滑に処理すること
ができ、渋滞の緩和が図られます。

(1)渋滞 【整備の必要性】



紫竹山道路の整備により紫竹山交差点の
渋滞が緩和します

交差点の立体化
によって流れが
スムーズに

整備前

国道49号 亀田BP 鵜ノ子ICの事例
（平成13年10月立体化）

790m

800m

解消

解消

：立体化前
の渋滞長(m)

立体化前

立体化後
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整備後

(1)渋滞 【整備効果】



0

50

100
件/4年

第1位 紫竹山交差点

第4位 栗ノ木橋

第10位 長嶺

第26位 紫雲橋

第33位 笹越橋

※直轄国道の交差点部を対象
事故件数0件は除く

新潟国道事務所管内の死傷事故件数ランク
（H17年～H20年）
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： 紫竹山道路区間

： 栗ノ木道路区間

(2)事故 【現状：死傷事故発生状況】



合計
98件/4年

渋滞・信号連坦が
要因と考えられる
追突事故が多い

渋滞・信号連坦が
要因と考えられる
追突事故が多い

紫竹山交差点の交通事故類型
（H17年～H20年）
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(2)事故 【現状：紫竹山交差点周辺の事故の特徴】



■紫竹山交差点は、新潟国道事務所管内で
最も事故が多い交通事故多発交差点

■特に、渋滞と信号交差点が要因と考えら
れる追突事故が多発

紫竹山道路の整備により、交通事故の
削減が期待されます。
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(2)事故 【整備の必要性】



渋滞および信号交差点の連坦が要因
と考えられる追突事故が多い

交差点の立体化によって渋滞が緩和
され、交通事故が減少

立体化前
10件/年 立体化後

4件/年

約半減！
国道49号 亀田BP 鵜ノ子ICの事例（平成13年10月立体化）

紫竹山道路の整備により紫竹山交差点の
事故が減少します

合計
98件/4年
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(2)事故 【整備効果】



※「新潟都市圏の都市交通のすがた」より （道路名、注釈を加筆） 17

基幹公共交通軸の形成に向けた取り組み

(3)まちづくり支援 【新潟市中心部の交通政策】



(3)まちづくり支援 【整備の必要性】
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■万代・新潟駅周辺等の商業業務地区へのアクセ
ス利便性の向上によるまちづくり支援
■基幹公共交通軸に位置づけられる柾谷小路・東
大通・弁天線等の走行環境の変化

紫竹山道路の整備により万代・新潟駅周
辺等へのアクセス利便性の向上、また、
柾谷小路・東大通・弁天線からの交通転
換を支援できます。
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信濃川水系氾濫時の浸水想定区域

(4)都市防災機能の強化 【都市防災上の課題】



(4)都市防災機能の強化 【整備の必要性】
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■東日本大震災発生
⇒防震災対策の確実な実施

■標高が低い地域が多い新潟市中心部のまちづく
りにおいては、防災機能の強化が求められる

紫竹山道路を含む万代島ルート線の整備
により、災害時における避難空間の創出
と緊急輸送路の確保が図られます。
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３．紫竹山道路の概要

(1)整備内容
(2)関連道路整備
(3)整備後のアクセス方法



高架部 標準断面図
（笹越橋交差点～紫竹山交差点）

高架部高架部 標準断面図標準断面図
（笹越橋交差点～紫竹山交差点）（笹越橋交差点～紫竹山交差点）

平面図平面図平面図

(1)整備内容 【整備の概要】

■ 紫竹山ＩＣ改良（平面右折の立体化）
■ 紫竹山交差点の立体化
■ 栗ノ木道路と連続した高架道路

側面図側面図側面図
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平面右折
の立体化

紫竹山交差点
の立体化

栗ノ木道路
との連続化

自転車歩行者道
の整備

紫竹山道路栗ノ木道路
ICの
新設



参考（栗ノ木道路）参考（栗ノ木道路）参考（栗ノ木道路）
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明
石
通
り

笹
出
線

Ｊ
Ｒ栗ノ木橋交差点

長嶺交差点
笹越橋交差点

栗
ノ
木
川

(1)整備内容 【栗ノ木道路の概要】

網
川
原
線



平面図平面図平面図

平面右折の立体化
→右折待ちの渋滞・
事故が解消されます
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紫竹山交差点の立体化
→交差点の渋滞が緩和
し、事故も減少します

栗ノ木道路との連続化
→旅行速度が向上します

栗ノ木道路 紫竹山道路

(1)整備内容 【道路の平面形状】

IC(竹尾側
ハーフラン
プ)の新設
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栗ノ木道路 紫竹山道路

側面図側面図側面図

右折ランプ

平面右折の立体化
→右折待ちの渋滞・
事故が解消されます

紫竹山交差点の立体化
→交差点の渋滞が緩和
し、事故も減少します

栗ノ木道路との連続化
→旅行速度が向上します

(1)整備内容 【道路の高さ・交差方法】



断面図断面図断面図
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自転車歩行者道の整備
→安全性が向上します

自転車歩行者道の整備
→安全性が向上します

(1)整備内容 【道路の断面形状・幅員】



(2)関連道路整備 【都市計画道路・網川原線】
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■紫竹山道路と栗ノ木道路の整備に合わせ、都

市計画道路・網川原線も一部整備されます。

事
業
化
区
間



(3)整備後のアクセス方法 【高架道路】

現況 計画
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②

①

亀田バイパス⇒竹尾ＩＣ方面は、右折ランプが整備されます。

凡 例
■高架道路⇔新潟バイパス
■現況と変更無し



本図はイメージであり、実際の計画とは異なる場合があります

至亀田

至弁天IC至竹尾IC

至
万
代
島

新設ＩＣ

亀田バイパス→竹尾ＩＣ
右折ランプ

紫竹山
交差点

新潟バイパス

紫鳥線

(3)整備後のアクセス方法【右折ランプの利用】
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現況 計画
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①
②

地表道路⇔紫竹山ＩＣ⇔新潟バイパスの利用は、できなくなります。
①桜木ＩＣ方向へは、弁天ＩＣを利用。 ②竹尾ＩＣ方向へは、新設ＩＣを利用。

凡 例
■地表道路⇔新潟バイパス
■現況と変更無し

(3)整備後のアクセス方法 【地表道路】



本図はイメージであり、実際の計画とは異なる場合があります

栗ノ木バイパス→竹尾ＩＣ
へのアクセス

至万代島

至
竹
尾
Ｉ
Ｃ

至
弁
天
Ｉ
Ｃ

新潟バイパスから紫竹山
交差点への導線

栗ノ木バイパスから新潟
バイパスへの導線

至亀田

新潟ﾊﾞｲﾊﾟｽ→紫竹山交差点
へのアクセス

新潟
バイパ

ス

(3)整備後のアクセス方法
【利用できなくなる経路】
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紫竹山
交差点

新潟ﾊﾞｲﾊﾟｽ→紫竹山交差点
へのアクセス

栗ノ木バイパス→桜木ＩＣ
へのアクセス



本図はイメージであり、実際の計画とは異なる場合があります

至万代島

至
弁
天
Ｉ
Ｃ

新潟バイパスから紫竹山
交差点への動線

栗ノ木バイパスから新潟
バイパスへの動線

至亀田

弁天ICを利用

新潟
バイ
パス

(3)整備後のアクセス方法
【整備後の利用経路】
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紫竹山
交差点

新設ICの利用

至
竹
尾
Ｉ
Ｃ



本図はイメージであり、実際の計画とは異なる場合があります

至弁天IC

至
竹
尾
Ｉ
Ｃ 紫竹山

交差点

至亀田

至万代島

新潟
バイ
パス

万代島方面から地表道路を
利用した移動先

亀田方面から地表道路を
利用した移動先

紫
鳥
線

(3)整備後のアクセス方法 【地表道路】
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４．今後のスケジュール



（事業化から工事着手までの流れ）

事業化

計画概要図作成

詳細設計

用地幅杭設置

用地測量･物件調査

用地買収･補償

工事計画説明

用地交渉

路線測量

計画概要の説明(6月)

工事着手

用地幅杭の設置に
ご協力頂ける場合は、
６月から作業を行い
たいと思います。
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設計協議



設置した状況（例）設置した状況（例）

木杭タイプの幅杭

鋲タイプの幅杭

(用地幅杭の設置について)
用地幅杭は、頭部を黄色に
塗った木杭または鋲を使用
します
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５．お知らせ



相談窓口について
●紫竹山道路に関するご相談については、栗ノ木道路相談

窓口で承ります。

●事業の進捗状況や道路計画の内容について、ご説明させ

ていただきます。尚、一般的な用地補償等の相談の場と

しても、お気軽にお越しください。
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★場所 ：新潟市中央区紫竹1丁目1-23
★施設日時：毎週木曜日

午前10時～午後7時まで
（出来る限り午後6時までにおこし下さい｡)
また、年末年始・祝祭日は除きます。

★運営方法：新潟国道事務所及び新潟市の職員がお話を
伺います。



相談窓口の位置

相談窓口
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くりのき通信について

●既に事業化された栗ノ木道路区間では、事業の”進捗状況”や

“今後の予定”､“市民からのご意見や質問とその回答”などを

「かわら版」として月に1回程度で発行しております。

●今後は、紫竹山道路につきましても、栗ノ木道路と合わせて

「くりのき通信」を配布していきたいと思います。

8月号 12月号 3月号
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